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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

※成人式の様子は次号に掲載予定です※成人式の様子は次号に掲載予定です

平成30年上天草市成人式

大
人
の
仲
間
入
り
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上天草市長　上天草市議会議長　

新年
のごあいさつ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
い
く
つ
か
の
台
風
接
近
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大

き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
な
く
、
こ
こ
数
年
で
は

最
も
平
穏
な
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ

平
成
28
年
の
一
連
の
災
害
を
教
訓
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、

団
体
に
お
い
て
も
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
は
っ
き
り
と

感
じ
取
れ
た
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
率

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
、
防
災
訓
練
や
防
災
講
演

会
な
ど
に
も
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行

政
と
し
て
も
、
非
常
用
電
源
の
確
保
、
備
蓄
物
資
の
充

実
な
ど
課
題
と
な
っ
た
部
分
の
解
消
や
抜
き
打
ち
の
訓

練
実
施
研
修
を
開
催
し
、
対
応
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
年
も
災
害
の
な
い
一
年
で
あ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
が
、
災
害
に
対
す
る
備
え
は
徹
底

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
平
成
29
年
は
大
手
観
光
情
報
誌
の
「
行
っ
て

よ
か
っ
た
観
光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
九
州
」
で
天
草
が
堂
々
の

２
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
前
回
の
17
位
か
ら
大

幅
ア
ッ
プ
で
、
こ
れ
は
観
光
協
会
を
は
じ
め
民
間
団
体
や

企
業
の
積
極
的
な
取
組
み
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
以
降
、
厳
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

地
道
に
積
み
上
げ
て
き
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
、

上
天
草
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
し
、
今
年
も
こ
の
流
れ
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
に
は
い
よ
い
よ
新
天
門
橋
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に
天
草
の
玄
関
口
の
新

し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
観
光
分
野
で
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
向
け
、
商

工
会
な
ど
と
も
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

天
草
五
橋
開
通
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
新
た
な
上
天
草
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
が
急
務
で

す
が
、
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
地
域
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
市
長
と
し
て
の
、
残
り
の
任
期

も
一
年
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
継
続
中
や

準
備
段
階
の
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
推
進
を
図

り
、
平
成
30
年
を
集
大
成
の
年
と
し
て
位
置
づ
け
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
上
天
草
市
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
く
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
５
月
10
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
第
７
代
上

天
草
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
園
田
一
博
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
市
議
会
に
対
す
る
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
４
月
に
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
上
天
草
市
議
会
は
現
在
の
新
た
な
体
制
と
な
り
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て

市
政
発
展
の
た
め
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
切
通
英
博
議
員
の
突
然
の
訃
報
が
あ

り
ま
し
た
。

　

志
半
ば
で
の
ご
逝
去
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
市

政
発
展
の
た
め
、
長
く
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
切
通
英
博

議
員
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
31
年
度
の
普
通
交
付
税
一
本
算
定
な
ど

に
よ
り
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
執
行
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
逆

境
を
跳
ね
返
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
特
に
前
島
開
発
に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
に
前

島
観
光
交
流
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
に
よ
り
更
な
る
観
光
面
の
発
展
が
期
待
で
き

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
と
致
し
ま
し
て
も
二
元
代
表
制
の
も
と
、
市
執

行
部
か
ら
提
出
さ
れ
る
議
案
を
十
分
審
議
し
、
市
政
発

展
の
た
め
に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
年
を
迎
え
、
本
年
は
議
会
運
営
の
適

正
化
や
議
会
活
動
の
透
明
化
な
ど
、
議
会
改
革
元
年
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
議
員
一
同
、
市
政
課
題
の
解
決
に
尽
力
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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上天草市をPRしています
　昨年12月1日（金）から3日間、大阪府豊中市のせんちゅうパル南広
場にて、市内9事業者が参加し、上天草の物産販売や商談会を目的と
した「食の楽園上天草フェアin大阪」を開催しました。ステージイベン
トでは四郎くんやくまモンによるショーやふるさと納税のPRも実施さ
れ、会場は多くの来場者で賑わいました。
　本年度3回目の開催となる本フェアは、リピーターも多く、上天草の
柑橘類や海産物などをたくさん購入されていました。
　また、12月11日（月）からの7日間には、熊本市の蔦屋書店熊本三年
坂内「三年坂モリコーネ」と「ヒノマルマルシェ」にて、上天草産品の実
証販売とモニタリングを行いました。
　食材販売を行う「ヒノマルマルシェ」では、北垣水産によるちりめん
や天草梅肉ポークを使った「あまくさ焼餅」の試食販売、田脇水産の鯛
を使用した「お魚ドレッシング」や「真鯛のオリーブオイル漬け」の販売
などを行いました。期間中は生産者も売り場で商品の紹介や試食提供
を行い、新商品についてお客様の生の声を伺うことができました。
■市特産物のPRに関するお問い合わせ
　産業政策課産業創出係　☎0964（26）5531

　

上
天
草
市
の
交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
に
は
、
ま
ず
知
っ
て
も
ら
い
、
興
味

を
抱
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
テ
レ
ビ
に
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
雑
誌

…
と
情
報
が
あ
ふ
れ
た
昨
今
、
や
み
く

も
に
発
信
し
て
も
受
け
手
に
届
く
と
は

限
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
皆
さ
ん
、
最
近
の
上
天
草
市
の

情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
か
？

　

情
報
化
社
会
と
な
っ
た
世
の
中
に
対

応
す
る
た
め
に
、
２
年
前
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
開
始
し
、
ま

た
、
昨
年
は
若
者
に
人
気
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
風
光
明
媚
な
景

観
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
た
人
が
上
天
草
市

に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ

る
画
像
を
お
届
け
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
ま
も
な
く
お
友
達
が

６
千
人
に
達
す
る
見
込
み
で
、
市
民
は

月刊

市長室

Now!
な う

上天草市の
情報発信力　

も
と
よ
り
市
出
身
者
か
ら
高
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
遠
く
に
い
て
も
上
天
草
の

情
報
が
ス
マ
ホ
に
毎
日
届
く
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
の
動
き
が
わ
か
る
と
の
こ
と

で
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、
市
外
に
転

出
さ
れ
た
後
も
ふ
る
さ
と
を
想
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
各
イ
ベ
ン
ト
が
好
調

な
の
は
、
出
身
者
の
支
え
が
あ
る
か
ら

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
報
紙
も
少
し
変
わ
っ
た
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
、
担
当
者
が
表
紙

写
真
１
枚
に
対
す
る
力
の
入
れ
よ
う
が

違
い
ま
す
。
表
紙
を
見
て
オ
ッ
！
ペ
ー

ジ
を
め
く
り
特
集
で
オ
オ
ッ
！
さ
ら
に

ペ
ー
ジ
を
め
く
り
オ
オ
オ
ッ
！
と
、
家

に
届
い
た
広
報
紙
を
手
に
取
り
１
ペ
ー

ジ
目
を
開
い
て
も
ら
う
た
め
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
読
み
た
く
さ
せ
る
表
紙
と

特
集
に
力
を
入
れ
さ
せ
て
い
ま
す
。
先

日
は
住
民
か
ら
「
広
報
紙
の
よ
う
な
っ

た
な
ー
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
ロ
バ
ー
ト
の
秋
山
さ
ん
を
起
用

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
は
視
聴
回
数

が
１
５
５
万
回
を
超
え
て
い
ま
す
し
、
昨

年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
で
日
本
一
の
栄
冠

を
と
っ
た
「
上
天
草
市
み
し
ら
ん
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
も
大
好
評
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
に
力
を
入
れ

続
け
、
市
民
は
も
と
よ
り
全
国
に
上
天

草
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Monthly Publicationセルフメディケーション税制
　（医療費控除の特例）の適用が始まります

マイナンバーカードを
つくってみませんか？

　セルフメディケーション税制とは、健康の維持増進や疾病の予防への取組みとして、予防接種や健康診断など（以下、
「一定の取組み」という。）を行う人が、平成２９年１月１日以降にスイッチＯＴＣ医薬品（※）を購入した際に、その合計
額が１万２千円を超えるとき、確定申告をすることで、その超える部分の金額（上限８万８千円）について所得控除が受
けられるものです。
　なお、本特例を適用する場合は、通常の医療費控除は適用できません。

　セルフメディケーション税制の適用を受けるために
は、次の書類が必要となります。
◎一定の取組みを行ったことを明らかにする、いずれ
かの書類
　①特定健康診査などの領収書または結果通知書
※後期高齢者医療健康診査を受診された人は、領
収書または結果通知書に、市役所窓口での保険
者名の押印が必要となります。

②保険者の証明書（領収書または結果通知書を持っ
ていない人）
※後期高齢者医療健康診査を受診された人は、証
明依頼書、返信用切手貼付の封筒を市役所窓口

に提出いただきます。
◎スイッチＯＴＣ医薬品の購入費用を記入した明細書
■問合せ先
〇セルフメディケーション税制の制度に関すること
　税務課市民税係　　　　　　　☎0964（26）5519
〇一定の取組みの証明に関すること
＜国民健康保険加入者＞
　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3354
＜後期高齢者医療加入者＞
　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375
　熊本県後期高齢者医療広域連合事業課保険事業班
　　　　　　　　　　　　　　　☎096（368）6777

■こんなに便利！無料で取得できます
①公的な身分証明書として
　顔写真付きの公的な身分証明書として、運転免許証な
どと同じく、官民問わず利用可能です。（運転免許証を返
納しても、身分証明はこれでＯＫ）
②マイナンバーの提示が１枚で
　年金や税などの手続きでマイナンバーを求められても
これ1枚で済みます。
③行政手続や民間サービスの電子申請に
　子育てサービスの検索や確定申告の手続きなどがイ
ンターネットでできます。また、民間サービスでも証券口
座の開設や住宅ローンの締結で利用され始めています
（今後拡大予定）。
■マイナンバーカードは持ち歩いても大丈夫
①税や年金などの大事な個人情報は入っていません。
②顔写真付きなので、他人がなりすまして使うことはでき
ません。
※万一、なくしたり、盗まれても、２４時間３６５日、コールセ

ンター（末尾フリーダイヤル）でカード利用をストップでき
ます。
■申請が簡単
①通知カードについている交付申請書
に、顔写真を貼って郵送してくださ
い。郵送以外にも、証明用写真機やス
マートフォンで写真を撮影し、そのま
まオンラインで申請可能です。
※引っ越しなどをした場合は、この交付
申請書は使えません。市役所で新しい申請書を受け取っ
てください。
②カードの準備ができたら、市役所からハガキ（交付通知
書）が届きます。

③本人であることを証明する大切なカードなので、ご本人
がハガキに記載された庁舎などにお越しください。

■問合せ先
　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120（95）0178
　市役所市民課市民係　　　　　　☎0969（28）3368

大阪府

熊本市

（※）スイッチＯＴＣ医薬品とは、対象となる医薬品が決められており、申告者または申告者と生計を
一にする配偶者その他の親族が購入する医薬品で右のマークが表示された医薬品。
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　平成29年分市県民税申告および所得税の確定申
告 ( 青色申告を除く。) をされる人は、次の日程で
申告をお願いします。なお相続税や贈与税などの申
告、期間外の確定申告および消費税申告は受付でき
ませんのでご了承ください。
※混雑を避けるため地区割当てをしています。なる
べくお住まいの地区割当日にお越しください。ど
うしても都合が悪い場合は、他の日程の都合の良
い日にお越しください。
※混雑時や申告内容によっては、半日程かかる場合
もありますので申告には時間に余裕を持ってお越
しください。
※申告の内容によっては、受付できない場合があり
ますのでご了承ください。
※税務署で所得税の確定申告をする人は、市県民税
申告の必要はありません。

【大矢野地区】※正午～午後１時までは休憩時間
◎会場　大矢野庁舎書庫棟２階会議室
月　日 地　区　名 時　間

２月16日(金) 登立本郷・広崎 午前９時～正午
登立西の浦 午後１時～４時

２月19日(月) 寄船・成合津 午前９時～正午
東満・白濤 午後１時～４時

２月20日(火) 岩谷 午前９時～正午
船江・双原 午後１時～４時

２月21日(水) 辺田・平 午前９時～正午
尾上・新田 午後１時～４時

２月22日(木) 坂本・山下 午前９時～正午
積米 午後１時～４時

２月23日(金) 尾越崎 午前９時～正午
四郎丸 午後１時～４時

２月26日(月) 大潟 午前９時～正午
治郎田・荒木浜 午後１時～４時

２月27日(火) 上新田・馬場 午前９時～正午
江樋戸 午後１時～４時

２月28日(水) 谷・豊後谷 午前９時～正午
中の丸 午後１時～４時

３月 １日(木) 古野・田端 午前９時～正午
賤の女・女鹿串 午後１時～４時

３月 ２日(金) 串 午前９時～午後４時
３月 ５日(月) 鳩の釜 午前９時～午後４時

３月 ６日(火) 大手原・七ツ割 午前９時～正午
野釜前・野釜南 午後１時～４時

３月 ７日(水) 堤・村寺尾 午前９時～正午
宮津 午後１時～４時

３月 ８日(木) 髙田・越の浦・池の迫 午前９時～正午
野米・小瀬戸 午後１時～４時

３月 ９日(金) 貝場 午前９時～正午
前平・小平 午後１時～４時

３月11日(日) 全地区 午前９時～午後４時

３月12日(月) 柳東 午前９時～正午
柳西 午後１時～４時

３月13日(火) 亀の迫 午前９時～正午
新開・満越 午後１時～４時

３月14日(水) 瀬高・江後 午前９時～正午
全地区 午後１時～４時

３月15日(木) 全地区 午前９時～午後４時

◎会場　維和出張所
月　日 地　区　名 時　間

３月 ５日(月) 維和１～６区 午前９時～正午
維和７～１３区 午後１時～３時

◎会場　湯島出張所
月　日 地　区　名 時　間

３月 ６日(火) 湯島１・２区 午前９時～正午
湯島３・４区 午後１時～３時

【松島地区】※正午～午後１時までは休憩時間
◎会場　阿村出張所
月　日 地　区　名 時　間

２月27日(火) 阿村１・２区 午前９時～正午
阿村３・４区 午後１時～４時

２月28日(水) 阿村５～８区 午前９時～正午
阿村９～11区 午後１時～３時

◎会場　教良木出張所
月　日 地　区　名 時　間

３月 １日(木) 野々川・教良木本郷 午前９時～正午
山浦・大平 午後１時～４時

３月 ２日(金) 内野河内 午前９時～正午
星平 午後１時～３時

◎会場　松島庁舎２階小会議室
月　日 地　区　名 時　間

３月 ７日(水) 先辺・一番・今村 午前９時～正午
北の浦・中村・合の丸 午後１時～４時

３月 ８日(木)

浦山・園田・松葉・古
園・古園団地 午前９時～正午

西目・合津西の浦・国
迫・稲戸・前島 午後１時～４時

３月 ９日(金) 志賀間・御所組・馬建 午前９時～正午
樋合東・樋合西・永浦 午後１時～４時

３月11日(日) 全地区 午前９時～午後４時
３月12日(月) 今泉地区 午前９時～午後４時

３月13日(火) 阿村１２・１３区 午前９時～正午
全地区 午後１時～４時

３月14日(水) 全地区 午前９時～午後3時

【龍ヶ岳地区】※正午～午後１時までは休憩時間
◎会場　龍ヶ岳統括支所
月　日 地　区　名 時　間

２月16日(金) 赤崎・葛崎・池の浦 午前９時～正午
夏唐・西浦・丸田 午後１時～４時

２月19日(月) 中園・東浦・大作山 午前９時～正午
高串・小屋河内・脇浦 午後１時～４時

２月20日(火) 瀬戸・東風留 午前９時～正午
白浜・下貫 午後１時～３時

◎会場　樋島出張所
月　日 地　区　名 時　間

２月21日(水) 樋島(須崎垣内～桑鶴) 午前９時～正午
樋島 (仏崎・下桶川 ) 午後１時～３時

【姫戸地区】※正午～午後１時までは休憩時間
◎会場　姫戸統括支所
月　日 地　区　名 時　間

２月22日(木) 姫浦 ( 牟田・永目 ) 午前９時～正午
姫浦 (元摺 ) 午後１時～４時

２月23日(金) 姫浦 ( 神・塩屋 ) 午前９時～正午
二間戸 (本郷 ) 午後１時～４時

２月26日(月) 二間戸　　　　　　　(団地・西河内・神代 ) 午前９時～午後3時

□申告に持参するもの
●全ての人
①印かん（確定申告の場合必要）
②生命保険、地震保険などの支払証明書（領収書は不可）
③確定申告用封筒またはハガキ（税務署から送付されて
きた人のみ）

④本人確認書類と個人番号（マイナンバー）が確認でき
るもの

●給与収入がある人
①給与所得の源泉徴収票（職場から発行）
※給与収入が１カ所だけで職場で年末調整されている人
は、申告の必要はありません。

②給与所得の源泉徴収票がない人は、職場からの給与支
払証明書など年間収入金額・会社名などがわかるもの

③本人名義の口座番号がわかるもの（年の途中で会社を
退職した人や、職場で年末調整がされていない人は、
所得税が還付される場合があります。）

●自営業の人（漁業・農業含む）
収支内訳書（収入金、経費がわかる証明書または帳簿、
領収書など）　※事前に記入し、持参してください。

●不動産を貸している人
①収支内訳書（収入金、経費がわかる証明書または帳簿、
領収書など）　※事前に記入し、持参してください。
②貸している人の住所、氏名および貸付金額がわかる書類、
帳簿など

●年金収入がある人
公的年金の源泉徴収票（日本年金機構などから、毎年1月
末頃に郵送されてくるハガキ）
※公的年金収入のみで、次の①または②に該当し、他に
収入（所得）がない人は、申告は不要です。
①昭和28年1月2日以降に生まれ、支給された年金の合計
額が98万円以下の人
②昭和28年1月1日以前に生まれ、支給された年金の合計
額が148万円以下の人

●その他の収入がある人
収入金額、経費などがわかる書類、証明書、帳簿など

３月15日（木）は特に混雑が
予想されます。お早めの申
告をお願いします。

■申告に関するお問い合わせは税務課まで　☎0964（26）5519

【医療費控除に必要な書類】
①医療費の領収書（1年分を個人ごと、病院ごとに集計し
てください。）または医療費通知書（Ｈ29年分以降）
※税務課の窓口に集計用紙を用意しておりますが用紙が
ない場合でもメモ用紙などに記入し、持参してください。
申告時間の短縮のためご協力をお願いします。

（記載例）　太郎　Ａ病院　40,000円
　　　　　太郎　Ｂ病院　25,000円
　　　　　花子　Ａ病院　30,000円　　合計95,000円

②寝たきりの人などのおむつに係る費用がわかる証明書
（「おむつ使用証明書」の発行を医師より受けた場合、
医療費控除の対象となります。）
③健康保険・生命保険などで補てんされた金額の証明書
④セルフメディケーション税制（５ページ参照）の適用
を受けられる人は健康の保持増進などへの取組みを明
らかにする書類

【住宅取得控除に必要な書類】
①家屋および土地の登記簿謄本もしくは抄本の原本（法
務局から発行されているもの）

②請負契約書や売買契約書（土地・家屋）などで、金額
の分かる書類の写し
③金融機関から発行される住宅取得に係る借入金の年末
残高証明書

【注意事項】
①必要書類が足りない場合は、再度書類をそろえていた
だくことになりますので、関係書類は必ず持参くださ
い。
②上天草市に住民登録がある人で、市外に居住している
人は、市外居住地の市町村と重複課税される場合があ
りますので、必ず勤務地・会社名をご連絡ください。
③収入が全くない人もその旨を申告していただく必要が
あります。
④市県民税、所得税の申告を忘れると次のようなさまざ
まな支障が生じますので、必ず期間内に申告しましょ
う。
○国民健康保険加入者は、保険税の軽減が受けられない
○扶養関係の証明などに必要な課税証明および所得証
明の交付ができない　など

■問合せ先　税務課市民税係　☎0964（26）5519
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趣
旨

　

介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
維
持
し

な
が
ら
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
地

域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
位
置
づ
け

　

本
市
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で
あ
る｢

上

天
草
市
第
２
次
総
合
計
画｣

の
基
本
構
想
の

理
念
に
基
づ
い
た
分
野
別
計
画
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

＜

整
合
性
を
図
る
も
の＞

　
「
上
天
草
市
第
３
期
地
域
福
祉
計
画
」、
住

ま
い
等
の
高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
連
す
る
各

施
策
、「
熊
本
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
第

７
期
熊
本
県
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
支
援
計
画
）」、「
熊
本
県
医
療
計
画
」

計
画
の
期
間

　

平
成
30
年
〜
平
成
32
年
度
（
3
年
間
）

基
本
理
念

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
あ
い
の
ま
ち 

上
天
草

具
体
的
な
施
策

【
基
本
目
標
１
】
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
と
自

立
支
援
、
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
等
の
取
組
み
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る
こ
と
で
自
立
し
た
生
活
が
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

１　

高
齢
者
の
多
様
な
活
動
の
支
援

　
　
　

２　

介
護
予
防
の
推
進

　
　
　

３　

多
様
な
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　
　

４　

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

　
　
　

５　

地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実

【
基
本
目
標
２
】
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
体
制
の
構
築

　

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
方
向
性
と
市
の

現
状
を
踏
ま
え
、
認
知
症
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
対
す
る
家
族
や
地
域

住
民
の
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
人
権
擁
護
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　

１　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
及
び

　
　
　
　
　

活
動
活
性
化

　
　
　

２　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
活
動

　
　
　
　
　

と
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

の
運
営
・
活
用
の
推
進

　
　
　

３　

成
年
後
見
人
制
度
の
利
用
促
進
に

　
　
　
　
　

向
け
た
取
組
み
の
推
進

　
　
　

４　

高
齢
者
虐
待
防
止
の
体
制
整
備

【
基
本
目
標
３
】
在
宅
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
地
域
づ
く
り

　

在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
連
携
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
構
築
を
図
り
、
高
齢
者
本

人
へ
の
支
援
、
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り

の
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

１　

在
宅
に
お
け
る
医
療
と
介
護
の
連
携

　
　
　

２　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

【
基
本
目
標
４
】
住
民
の
希
望
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
・

活
用

　

地
域
生
活
の
生
活
基
盤
と
な
る
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
住
民
が
地
域
活

動
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
が
連
携
す
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
　
　

１　

早
急
な
対
応
が
必
要
な
方
へ
の
対
応

　
　
　

２　

高
齢
者
向
け
住
ま
い
の
確
保

　
　
　

３　

高
齢
者
等
の
移
動
手
段
の
確
保

　
　
　

４　

高
齢
者
の
防
災
・
防
犯

【
基
本
目
標
５
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・

向
上
や
多
様
な
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
、
自
立
支
援
、
重

症
化
予
防
や
、
介
護
給
付
の
適
正
化
に
よ

る
介
護
給
付
費
の
抑
制
等
を
図
り
、
介
護

保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
し
、

高
齢
者
の
心
身
等
の
状
態
に
応
じ
た
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
と
と
も
に
、

全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
介
護
人
材
不
足
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
人

材
確
保
と
育
成
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

１　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上

　
　
　

２　

多
様
な
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着

趣
旨
・
位
置
づ
け

　

障
が
い
者
計
画
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
の
施
策

に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
た
総
合
的
な
計

画
で
、
障
が
い
福
祉
計
画
お
よ
び
障
が
い
児
福

祉
計
画
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の

機
会
の
確
保
や
地
域
社
会
で
共
に
生
き
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
基
本
目
標

お
よ
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
障
が
い
児

支
援
の
見
込
量
を
定
め
た
計
画
で
す
。

計
画
の
期
間

障
が
い
者
計
画
：
平
成
30
年
〜
平
成
35
年
度

（
6
年
間
）

障
が
い
福
祉
計
画
及
び
障
が
い
児
福
祉
計

画
：
平
成
30
年
〜
平
成
32
年
度
（
3
年
間
）

基
本
理
念

　

安
心
・
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り

具
体
的
な
施
策

【
基
本
目
標
１
】
障
が
い
の
理
解
の
促
進

○
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

○
人
権
教
育
・
福
祉
教
育
の
推
進

○
差
別
の
解
消
・
障
が
い
者
虐
待
の
防
止

【
基
本
目
標
２
】
自
立
し
た
生
活
へ
の
支
援

○
障
害
福
祉
施
策
の
周
知
及
び
相
談
支
援

　

の
充
実

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
権
利
擁
護
の
推
進

　
【
基
本
目
標
３
】
保
健
・
医
療
の
充
実

○
身
近
な
相
談
支
援
の
環
境
づ
く
り

○
医
療
費
の
負
担
軽
減

○
早
期
発
見
、
早
期
療
育
の
推
進
／
住
民

健
診
及
び
予
防
対
策
の
充
実

○
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
保
持

【
基
本
目
標
４
】
保
育
・
教
育
の
充
実

○
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
応
じ
た
療
育
相

談
支
援
体
制
の
充
実

○
障
が
い
児
の
保
護
者
へ
の
支
援

○
保
育
・
学
童
教
育
の
充
実

【
基
本
目
標
５
】
雇
用
・
就
労
の
支
援

○
雇
用
に
向
け
た
支
援
の
充
実

○
就
労
意
欲
の
あ
る
障
が
い
者
へ
の
就
労
の

機
会
づ
く
り

○
障
が
い
者
の
就
労
移
行
に
対
す
る
支
援

○
障
が
い
者
（
児
）
の
所
得
の
保
障
へ
の

支
援

【
基
本
目
標
６
】
生
活
環
境
の
充
実

○
安
全
・
快
適
な
公
共
施
設
等
の
整
備

○
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上

○
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
生
活
空
間
の
整

　

備
○
防
災
・
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

○
安
心
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
は
市
役
所

　

か
ら

【
基
本
目
標
７
】
社
会
参
加
・
交
流
の
促
進

○
地
域
社
会
で
の
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
広
が
る
環
境
づ
く
り

○
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
充
実
と
参
加
促
進

○
障
が
い
者
の
情
報
交
換
・
社
会
参
加
の

機
会
づ
く
り

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
障
が
い
児
福
祉

サ
ー
ビ
ス
見
込
量

〇
成
果
目
標
及
び
活
動
指
標

〇
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
見
込
み

〇
障
が
い
児
支
援
等
の
必
要
量
の
見
込
み

〇
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
要
量
の
見
込
み

※
「
障
害
」
の
表
記
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
法
令
、
条
例
、
規
則
や
固
有
名

詞
な
ど
を
除
き
、「
障
が
い
」
と
一
部
ひ
ら
が

な
表
記
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
計
画
に
お
い

て
も
、
法
令
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
場
合
を
除

き
、「
障
が
い
」
と
表
記
し
ま
す
。

　本市では、今年度末までに策定予定の次の計画（案）について、皆さまの意見
を広く募集しています。なお、計画（案）は、市役所窓口などに備え付けている他、
市ホームページに掲載しています（次に示しているものは概要版です）。

パブリック・コメント募集

趣
旨

趣
旨
・
位
置
づ
け

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
障
が
い
児
福
祉

サ
ー
ビ
ス
見
込
量

計
画
の
期
間

基
本
理
念

具
体
的
な
施
策

計
画
の
位
置
づ
け

計
画
の
期
間

基
本
理
念

具
体
的
な
施
策

■
意
見
募
集
期
間　

2
月
2
日（
金
）ま
で

■
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
団
体
名
）
お
よ
び

電
話
番
号
な
ど
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

⑴
持
参　

閲
覧
場
所
備
え
付
け
の
箱
に
投
か
ん

⑵
郵
送

〒
８
６
１-

６
１
２
９

上
天
草
市
松
島
町
合
津
７
９
１
５
番
地
1

【
担
当
課
名
】
行
き

⑶
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
６
９（
56
）０
７
４
７

　
【
担
当
課
名
】
行
き

⑷
メ
ー
ル

　

１
）kourei@

city.kam
iam
akusa.lg.jp

　

２
）fukushi@

city.kam
iam
akusa.lg.jp

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
受
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　

１
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課　

保
険
給
付
管
理
係

　
　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
０

　

２
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
３

　

上
天
草
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　

第
３
期
障
が
い
者
計
画
、
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画

１２
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11

23
　11月23日(木・祝)、大矢野総合体育館で上天草
けーな健康フェア2017を開催しました。
　このイベントは昨年から、市と上天草総合病院が
市民の健康の大切さと、病院機能の周知を目的に
共同開催しており、盛りだくさんのステージイベント
で多くの観客が楽しんでいました。
　また、会場に設置された内視鏡の模擬操作や薬の
調合ができる医療体験、生活習慣病チェックを行う
などの体験ブースでは、子どもから大人まで病院や
病気に関することをたくさん学べる場となりました。

病院・病気についてふれて・学んで
上天草けーな健康フェア２０１７開催

11

16
11

18
11

 4

11

11

　11月16日(木)、松島在宅介護支援センターと地域
包括支援サブセンター龍ヶ岳で家族介護教室（市委
託事業）を開催しました。松島では、在宅介護支援
センターの職員から認知症の人への接し方やポイン
トの説明と、茶話会がありました。龍ヶ岳では、福
祉用具専門相談員から車いすや介護用ベッドの使
用方法や、理学療法士から腰痛予防体操などの説
明があり、参加者からは「介護の振り返りができた」
「ベッドでの介護方法がとても参考になった」など
の感想が聞かれました。

　11月4日(土)、市内小学校の親睦を深めること
と、各種競技力の向上を目的に、第3回学童スポー
ツフェスティバルを開催しました。サッカー、バレー
ボール、ミニバスケットボールを行い、総勢285人が
参加しました。サッカーでは、J2ロアッソ熊本の小
林さん（通称DJコバ）とロアッソくんが来て、一緒
に踊るなどして、会場は賑わいました。
＜優勝チーム＞サッカー：龍ヶ岳ビーチボーイズ
／バレーボール：中南小／ミニバスケット：龍ヶ岳
MBC

　11月11日(土)と12日(日)、天草四郎観光協会と上
天草市商工会が上天草市とれたて市場を開催しま
した。
　昨年まで熊本市の花畑広場（産業文化会館跡
地）が会場でしたが、4回目となる今回は、道の駅上
天草さんぱーる前広場に場所を移して初の開催とな
り、2日間で約１万人が来場ました。
　会場では、市内の生産者や居酒屋など27店舗が
集結し、特産品なども販売した他、地元出身のシン
ガーソングライターMICAさんなどのステージイベ
ントなどで、大いに賑わいました。

介護者同士学んで交流
家族介護教室を開催

体を動かして仲良くなろう
学童スポーツフェスティバル開催

上天草のうまかもんば食べんね～
とれたて市場開催

11

23
　11月23日(木・祝)、龍ヶ岳中女子バスケットボー
ル部とボランティア約20人が、高戸海水浴場で清掃
活動を行いました。
　この活動は、八代海の北部に面する自治体（八代
市、上天草市、宇城市、氷川町）で構成された「八代
海北部沿岸都市」地域連携創造会議事業の一環とし
て、八代海の環境保全を目的に、実施しています。
　清掃後、参加者は、地元婦人会と水産加工会社か
ら温かい豚汁などが差し入れされ、寒空の中、冷え
た体を温めていました。

八代海をきれいに
高戸海水浴場の清掃活動を実施

11

 9
　11月9日(木)、阿村中の生徒・教師70人を対象に
認知症サポーター養成講座（市委託事業）を開催
し、講師役のキャラバン・メイトから認知症の症状
やサポーターの役割などについての講義がありまし
た。
　また、今回は上天草高校福祉科の生徒による寸劇
があり、中学生から「劇で認知症の方への接し方が
学べた」「たくさんの人に認知症のことを理解して
もらいたい」と感想が聞かれ、最後にサポーターの
証しである「オレンジリング」が授与されました。

阿村中で上天草高校生が寸劇
認知症サポーター養成講座開催

11

11
　11月11日(土)、大矢野中吹奏楽団が湯島小児童
との交流と、地域と音楽を通じた学校づくりを目的
としてスクールコンサートを湯島小で開催し、児童
7人の他、島民や保護者約40人が鑑賞しました。
　コンサートでは、吹奏楽団によるクラシック、
ポップ、演歌など世代を問わない楽曲演奏や、く
まモン体操のダンスの他、児童２人が代表して指
揮者を体験。
　また、湯島小児童による太鼓も披露され、来場
者を楽しませていました。

音楽を通じて交流
大矢野中吹奏楽団スクールコンサート

　11月18日(土)、登立小学校で地域・家庭・学校が
連携し地域の子ども育てることを目的に、登立地区
老人会・婦人会・社会福祉協議会・上天草高校など
の協力を得て、同校で第1回のびっこ祭りを開催し
ました。
　午前中の持久走大会の疲れもなく、元気に運動場
を駆け巡り、グラウンドゴルフ・昔遊び・福祉体験など
いろんな体験をして地域の人たちと交流しました。
　最後に童話発表などを行い、児童は「地域の人た
ちとたくさん交流でき楽しかった」と話しました。

昔の遊び教えて～
第1回のびっこ祭り開催

松島

龍ヶ岳
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12

 7
　12月7日(木)、上天草警察署において、大矢野町
の平野ミサ子さん（77歳）が本市の記念すべき運転
免許証自主返納者100人目として表彰されました。
　これは、平成10年から開始している運転免許証自
主返納制度の普及を図るために実施されており、こ
こ数年自主返納者は増加しています。
　返納し表彰された平野さんは、「思いがけない宝
物をいただいたので嬉しい」と述べ、今後の移動手
段には「高齢者運転免許証返納者バス運賃半額制
度（28ページ参照）」を利用するとのことです。

返納してよかった
運転免許証自主返納者が100人到達！

11

26
　11月26日(日)、宮津海遊公園をメーン会場に
アウトドアフェスティバルが開催されました。アウト
ドアアクティビティーとして、さまざまなコースに
出向き、参加者はウォーキングやサイクリングなど
を体験。あいにくの雨となりましたが、参加した約
1,000人は、雨の日ならではの雰囲気などを思い
思いに味わっていました。
　また、メーン会場では、マルシェやワークショップ、
キャラクターショーのステージなどで多くの来場者
で賑わっていました。

雨の日の山も味があって良し！
アウトドアフェスティバルが開催

12

 2
　12月2日(土)、松島総合センター「アロマ」で、上天
草市人権講演会を開催し、約300人が参加しました。
　講師には、熊本県民テレビアナウンサーの村上美香
さんをお招きし、「食と命、そして仕事」と題して、食と
命の尊さ、仕事に対する差別について、絵本やドキュメ
ンタリー映像などを紹介しながら話されました。
　村上さんは「自分の中にある差別に気付いてほし
い」と参加者に投げかけ、中には感動し、涙を流しなが
ら聞き入る参加者が多くおり、人権について考える充
実した講演会になりました。

自分の中の差別と向き合おう
人権講演会を開催

12

 3
　12月3日(日)、あまいちサイクリングクラブが第5
回天草四郎サイクリングフェスタを開催し、全国の
サイクリスト約380人が上天草に集いました。
　コースは松島総合運動公園をスタート・ゴール
地点に、天草上島を駆ける120㎞、80㎞、50㎞の3
コースが設けられ、参加者はコース途中に設けられ
たグルメスポットで天草大王のコロコロ焼きやいき
なり団子などを味わいつつ、天草の海と潮風を感じ
ながら、サイクリングを楽しんでいました。

海風を感じて天草を駆け抜ける！
天草四郎サイクリングフェスタが開催

赤星　ハツミさん
松島町内野河内

大正６年 10月 28日生まれ

松本　政吉さん
大矢野町上

大正６年 11月 12日生まれ

東川　 義さん
龍ヶ岳町樋島

大正６年 11月 20日生まれ

小幡　松雄さん
大矢野町維和

大正６年 11月 25日生まれ

１００歳おめでとうございます１００歳おめでとうございます
　赤星 ハツミさん、松本 政吉さん、東川 義さん、小幡 松雄さんが１００歳を迎えられ、市から
表彰状とお祝いを贈呈しました。

12

10
　12月10日（日）、松島総合センター「アロマ」で松
島ふるさと祭りが開催されました。
　この祭りは、松島地区産業祭運営協議会が松島
地区の農林水産業者の生産意欲と技術の向上を目
的に毎年開催しており、今回で25回目になります。
　今年は、松島保育園児による演舞の披露のほか、
生産者の自信の逸品が出品された農林水産物品評
会の表彰式、上天草市の特産品が当たるお楽しみ
抽選会、もち投げなど盛りだくさんのイベントが行
われ、多くの来場者で賑わいました。

師走の松島、大賑い
松島ふるさと祭りが開催

12

13
　12月13日（水）、龍ヶ岳小学校で、市長と6年生22
人がランチdeトークを行いました。ランチdeトーク
は、児童2人の司会で進められ、市長のプライベート
のほか、市の展望、高齢化や防災に対する取組みな
ど、まるで議会を思わせるような質問が飛び交いま
した。
　また、ひとりひとり将来の夢を発表すると「大人
になるまでいろんなことに夢見て、これからの学校
生活も楽しく過ごしてください」と市長がエールを
送りました。龍ヶ岳小の皆さんとたくさん交流で
き、楽しい場となりました。

市の将来について語ろう
市長とランチdeトーク開催
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健康ガイド

  「はたちの献血」キャンペーン　みんなで献血の輪を広げましょう！「はたちの献血」キャンペーン　みんなで献血の輪を広げましょう！
～ 誰かじゃない 自分が動く はたちの献血 ～～ 誰かじゃない 自分が動く はたちの献血 ～
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気持ちよく献血に来ていただき嬉
しいです。服薬していても薬の種
類によっては献血できますよ。

◎医療技術が発達した今も、血液は人工的に作れません。
◎輸血を受けている患者さんは、日本国内で１日約３千人です。
　　⇒県内では毎日約２００人の献血協力が必要です。
◎血液は生きている細胞なので長期保存ができません。
　　⇒血小板製剤は採血後４日間しか使えませんので、継続的なご協力が必要となります。

献血は
なぜ必要？

◆輸血用血液の９割は、５０歳以上の患者に使われています。
◆献血していただいている方の約７割は５０歳未満です。
◆若年層（１０代・２０代・３０代）の献血者数は減少傾向にあります。

【熊本県の状況】

【上天草市の状況】　　　　　　　　

時　　間 日 場　　所
午後2時～ 1木、15木 天草保健所相談室

☎0969（23）0172 ※要予約 

精神保健相談（2月）

短縮番号
（＃ 8000）

平　日：午後 7時～翌朝 8時まで
土曜日：午後 3時～翌朝 8時まで
日祝日：午前 8時～翌朝 8時まで

※ダイヤル回線の場合　☎096（364）9999

小児救急電話相談
　夜間の子どもの急病時

場　　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

生活環境課 5月・13火
19月・26月

午前9時30分～11時
（午前9時30分～9時45分）

市保健センター 21水
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随　時）

姫戸統括支所 2金・23金 午前9時～10時
（午前9時～9時15分）

龍ヶ岳統括支所 2金・23金 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～10時45分）

【用意するもの】母子健康手帳
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で母子健康手帳の発行を行って
います。その場合保健センターから後日連絡をし、保健師・栄養士の
保健指導を行います。

種　　類 用意するもの 日 対象者
（生月） 受付時間

２か月児学級 バスタオル 22木 H29.12

午後1時

～

1時15分

３～４か月児健診 バスタオル 6火 H29.10

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
28水 H29.  7

１歳６か月児健診 尿 13火 H28.  7

２歳児歯科健診 歯ブラシ
（仕上げ磨き） 8木 H28.  2

３歳児健診 聴力・視力
検査用紙 20火 H27.  1

【場所】上天草市保健センター（松島町合津7915番地1）
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。
※２歳児歯科健診の問診票は会場で配布します。

育児相談・母子健康手帳交付（2月）

乳幼児健診（2月）

日祝日在宅医（2月）
日 当番医名（診療科目） 場　　所

４日

佐々木整形外科（内・
整・皮・ア）

大矢野町中
☎0964(56）5550

上天草総合病院 龍ヶ岳町高戸
☎0969(62）1122

11日
しまだ小児科（小・内） 大矢野町登立

☎0964(56）0005

春田医院（外・内・小） 松島町阿村
☎0969(56）0052

12日
（振替休日）毛利医院（内）

大矢野町登立
☎0964(56）2111

18日

宮崎外科胃腸科医院
（外・消）

大矢野町上
☎0964(56）0600

やまうち医院（内・小・
ア）

松島町阿村
☎0969(56）0899

25日
吉田クリニック（内） 大矢野町中

☎0964(57）0246

姫戸医院（内） 姫戸町姫浦
☎0969(58）3583

【診療時間】午前9時～午後5時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。
12月１日現在の予定表です。都合により変更することも
ありますので、休日在宅医自動電話案内【☎0969(23)
1400】にお問い合わせいただくか、市ホームページで確
認ください。

日 受付時間 場　　所

２月８日木 午前９時～11時
午後12時40分～３時30分

ヤマハ天草製造㈱
上天草総合病院

２月26日月 午前10時～11時30分
午後12時45分～４時

市役所
松島庁舎

※400㎖献血のみの受付となりますのでご了承ください。

献血

インフルエンザ予防接種費用助成の
期間を1月31日まで延長します！
　インフルエンザ予防接種の費用の一部助成についてワ
クチンの供給が遅れている状況があることから予防接種
費用の助成期間を 1 月 31 日までに延長します。
　上天草市外にかかりつけ医がある場合は、予防接種を
される前に申請窓口へ印鑑をご持参のうえ、おいでくだ
さい。窓口で接種に必要な書類をお渡しいたします。

※注１　60歳以上 65歳未満の人で、心臓・じん臓または呼吸器に機能
　　　　低下があり、自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の
　　　　障がいを有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機
　　　　能に低下があり、日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを
　　　　有する人（身体障害者手帳１級に相当する内部障害を有する人）
※注２　①から③に該当する人で、生活保護世帯に属する人は接種費用
　　　　の全額を助成いたします。

建設業協会（福冨組）では地
域貢献の一環として献血のお
手伝いをしています。

献血したらLINEポイント
5ポイントもらえるんだって！

大矢野町婦人会と大矢野町婦人会と
日赤血液センターの皆さん日赤血液センターの皆さん

■問合せ先
　・献血に関すること                 　健康づくり推進課健康増進係　☎0969（28）3356
　・LINEポイントに関すること　総務課秘書広報係　　　　　　☎0969（26）5525

対象者 ①65歳以上の人 ②60歳以上65歳未満　の人（※注1）
③13歳未満
　の人

助成額※注2
（1回あたり） 2,500円 1,500円

助成回数
（1人あたり） 1回 2回



17 16KAMIAMAKUSA　2018.1 広報上天草　1月号

8
24

School Beauty Project
　私たち姫戸中生徒会は、「弾けろ～個の輝きで夢を
照らせ～」という生徒会テーマのもと、SBP に意欲的に取り組んでいます。毎日の「無言清掃」や毎
週火曜日の「あいさつ運動」は、私たちの心と学校の環境を美しくするために、継続的に取り組んで
います。また、今年は、次のことを重点的に行っています。
◆「率先立ち止まり挨拶」
あいさつは、人の心を通わせ温かくします。自分から進んで立
ち止まり、礼をして笑顔で大きな声であいさつするように心が
けています。

◆「姫中ボランティア」
毎月第２・第４水曜日の朝、校庭の草取り・窓拭き・普段の
掃除で出来ていない所をすみずみまで掃除します。本校のSPP
（スクール・ペアレント・プロジェクト）ごとに場所を分担し、学校の親である先生と一緒に師弟
同行で清掃活動を行っています。

◆「いじめ根絶アピール・姫中いじ
めゼロ宣言の唱和」
朝の会と生徒集会で唱和していま
す。これからも、いじめのない、
笑顔の絶えない姫戸中学校を目指
します。

◆問合せ先　
　学務課指導係
　☎0969（28）3365

市内の小中学校では、子ども議会で決めたＳＢＰに取り組ん
でいます。これは、学校の環境や児童生徒の心を美しくしよ
うという活動。各学校の取組みを紹介します。

率先立ち止まりあいさつ

挨拶運動 姫戸中学校

▲えころじっくふぁーまーの
　ウェブサイトのトップ画面

場所 上天草総合病院6階講堂
☎0969（62）1122

月 火 水 木 金

内 科
代 謝 内 科

古川（祥）
和田
樋口
代謝内科
（熊大）

古川（祥）
溝部
和田

糸永
中村
古川（歩）
樋口

守田
和田
溝部
樋口

中本
糸永
古川（歩）
溝部
樋口/
古川（祥）

循環器内科 石井 古川（祥） 西原
外 科
消 化 器 科 福田 城野 蓮尾 /

福田 城野 城野 /
福田

整 形 外 科 藤松 上原 藤松
（午後）
林田
（胤末）
（井戸川）

藤松

小 児 科 熊大 熊大
産 婦 人 科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
耳 鼻 咽 喉 科 熊大 熊大 熊大
眼 科 粟井 竹下 竹下 竹下 竹下
皮 膚 科 尹
泌 尿 器 科 小川
超 音 波・
内 視 鏡
セ ン タ ー

古川（歩）
城野
蓮尾

古川（歩）
福田
蓮尾

和田
城野

古川（歩）
福田
蓮尾

福田
城野
蓮尾

歯 科・ 口 腔 外 科 福田 福田 福田 福田 福田

※時間、場所は変更になる場合がありますので、
参加希望の人はご連絡ください。

日時 １月26日（金）
午後１時30分～午後３時30分

●診療受付時間は、午前８時30分から午前11時30分まで
です。

●火曜日の整形外来は午前10時20分から診療開始しま
す。受付は午前11時までです。

●木曜日の整形外来（予約制）の受付時間は、午後1時30
分から午後4時までです。

●常勤小児科医の不在に伴い、お産（分娩）の取扱いを当
面休止します。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。
●1月26日（金）の眼科外来は休診となります。
●診療案内は都合により変更となる場合があります。ご了
承ください。

月 火 水 木 金

急
患
担
当

午 前 城野 福田 蓮尾 福田 福田/
城野

午 後 古川（祥）
（城野） 中村 中村 溝部

（福田）
古川（歩）
（糸永）

月 火 水 木 金
教 良 木
診 療 所 糸永 中村 応援 応援 古川（祥）/

樋口

　  診 療 案 内

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

上
天
草
市
病
院
事
業
管
理
者　

蓮
尾　

友
伸

　

事
業
管
理
者
な
ら
び
に
院
長
を
拝
命
し
て
早
9
か
月

と
な
り
ま
す
。
市
長
、
議
会
、
地
域
住
民
職
員
の
ご
支

援
も
頂
き
、
無
事
越
年
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
第
7
次
医
療
計
画
な
ら
び
に

第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
準
拠
し
た
第
7
次
地
域

医
療
構
想
の
策
定
、
医
療
介
護
診
療
報
酬
同
時
改
定
、

介
護
医
療
院
の
新
設
な
ど
、
国
、
県
、
２
次
医
療
圏
そ

れ
ぞ
れ
に
激
動
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

第
6
次
医
療
計
画
の
重
点
的
取
組
み
で
あ
っ
た
5
疾
病

（
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）、

5
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
周

産
期
医
療
、
小
児
医
療
）
お
よ
び
在
宅
医
療
も
ひ
き
つ

づ
き
重
点
項
目
に
据
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

当
院
の
現
状
は
、
が
ん
に
関
し
ま
し
て
は
必
要
に
応
じ

て
が
ん
拠
点
病
院
と
連
携
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な

ら
び
に
大
動
脈
解
離
等
に
関
し
ま
し
て
は
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
活
用
し
迅
速
・
適
切
に
各
拠
点
病
院
へ
搬
送
し
て

い
ま
す
。
糖
尿
病
治
療
は
週
2
日
大
学
よ
り
外
来
診
療

応
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
精
神
疾
患
に
つ
い
て
は

現
在
専
門
医
が
不
在
で
対
応
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
救

急
医
療
と
し
て
は
年
５
０
０
台
程
度
の
救
急
車
搬
入
を

受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
災
害
医
療
と
し
て
は
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
を
2
チ
ー
ム
編
成
し
て
お
り
、
熊
本
地
震
の
際
も
出

動
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
被
災
の
際
に
必
要
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も

策
定
中
で
す
。
へ
き
地
医
療
と
し
て
は
教
良
木
診
療
所

と
御
所
浦
診
療
所
へ
医
師
を
派
遣
し
て
お
り
、
県
へ
き

地
医
療
対
策
に
関
す
る
協
議
会
、
県
へ
き
地
医
療
支
援

機
構
、
県
へ
き
地
医
師
の
会
等
を
通
じ
て
へ
き
地
医
療

を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
周
産
期
医
療
は
現
在
常

勤
小
児
科
医
が
不
在
の
た
め
休
止
し
て
い
ま
す
。
小
児

医
療
に
つ
い
て
は
週
2
日
大
学
よ
り
外
来
診
療
応
援
を

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
は
常
勤
の
小
児
科

医
を
お
迎
え
す
る
予
定
で
す
。
在
宅
医
療
に
関
し
ま
し

て
は
、
今
後
は
訪
問
医
科
・
歯
科
診
療
、
訪
問
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
に
注
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

以
上
、
市
立
の
総
合
病
院
と
し
て
は
不
十
分
と
の
そ

し
り
を
免
れ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
医
師
不
足
は
如
何
と

も
し
難
い
状
況
で
す
。
人
材
不
足
は
医
師
だ
け
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
薬
剤
師
、
看
護
師
、
看
護
助
手
、
介
護
士

ま
で
も
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
医
師
を
は
じ
め
医
療
者

の
数
が
減
れ
ば
、
残
っ
た
職
員
に
負
担
が
か
か
る
の
は

自
明
の
理
で
す
。
さ
ら
な
る
離
職
者
を
防
ぐ
た
め
に
も

人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
来
年
度
か
ら
は
懸
案
だ
っ
た
医
師
と
薬
剤

師
が
複
数
名
入
職
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
同
志
と
と
も
に
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

HospitalHospitalHospital
News がんサロン

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

教
良
木
地
区
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
、

活
動
を
開
始
し
て
、
９
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
地
に
相
応
し
い
自
分
な

り
の
活
動
す
べ
き
具
体
的
内
容
が
か
な

り
明
確
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
今
回
は

そ
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

①
「（
農
法
）
エ
コ
ロ
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ー

マ
ー
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設

②
小
型
・
超
低
価
格
ボ
ー
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
シ

ス
テ
ム
」
の
考
案
、
実
証
実
験
、
製

品
化

③
新
し
い
機
能
を
有
す
る
「
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
・
サ
ル
防
御
シ
ス
テ
ム
」
に
関

す
る
も
の

④
「
ひ
と
り
住
ま
い
高
齢
者
安
心
見
守

り
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
も
の

※
③
と
④
は
早
期
の
事
業
化
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
の
で
、
公
に
す
る
前
に
、

知
的
財
産
権
を
確
保
し
て
か
ら
後
日

報
告
す
る
予
定
で
す
。

　

以
上
４
項
目
を
全
て
完
成
さ
せ
る
た

め
に
は
、
順
調
に
い
っ
て
も
６
年
ぐ
ら

い
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
全
て
一
人

で
や
る
の
で
な
く
、
適
切
な
事
業
体
あ

る
い
は
機
関
と
の
連
携
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
４
項
目
の

進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
私
は
昨
年
９
月
末
、

感
染
性
腸
炎
（
疑
い
）
と
そ
れ
に
誘
発

さ
れ
た
急
性
腎
不
全
で
約
10
日
間
ほ
ど

入
院
し
ま
し
た
。
大
家
さ
ん
を
始
め
と

す
る
近
隣
の
人
や
、
連
携
の
と
れ
た
地

域
医
療
体
制
に
よ
り
、
病
気
か
ら
回
復

で
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
皆
さ
ま
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
上
天
草
市
を
含

む
熊
本
県
へ
の
移
住
促
進
Ｐ
Ｒ
の
一
つ

と
し
て
医
療
体
制
の
充
実
度
を
宣
伝
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
聞
い
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
熊
本
県
は
他
の
県
と

比
べ
て
医
療
機
関
が
多
い
そ
う
で
す
の

で
、「
長
生
き
し
た
け
れ
ば
、
上
天
草
市

を
含
む
熊
本
県
へ
」
と
い
う
宣
伝
文
句

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol：10

す
す
め
！

上
天
草
市
で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
コ
ー
ナ
ー
。

日
々
の
活
動
や
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。

▲えころじっくふぁ ま の
金
かねだ

田博
ひろし

さん
（松島町教良木）
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生涯学習

　　　　このページに関する問合せ先
　　　　社会教育課生涯学習係　☎0969（28）3361

ふ
る
さ
と
発
見

「
天
草
諸
島
の
古
墳
群
」

　

古
墳
時
代
は
邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥

呼
が
亡
く
な
っ
た
頃
に
始
ま
り
、
都
が

平
城
京
に
移
っ
た
頃
に
終
わ
り
ま
す
。

そ
の
全
体
が
４
つ
の
時
期
に
区
分
さ

れ
、
お
お
む
ね
前
期
は
西
暦
３
世
紀
後

半
か
ら
４
世
紀
後
葉
ま
で
、
中
期
は
４

世
紀
後
葉
か
ら
５
世
紀
代
、
後
期
は
６

世
紀
代
、
終
末
期
は
７
世
紀
代
で
す
。

天
草
諸
島
に
も
多
く
の
古
墳
が
あ
り
ま

す
が
、
中
期
ま
で
は
大
矢
野
島
と
上
島

に
挟
ま
れ
た
海
峡
周
辺
ま
で
の
分
布

に
と
ど
ま
り
ま
す
。
上
島
南
半
以
南
に

も
古
墳
が
築
か
れ
る
の
は
後
期
以
降
で

す
。
中
期
か
ら
後
期
、
す
な
わ
ち
５
世

紀
か
ら
６
世
紀
へ
の
移
行
期
に
、
天
草

諸
島
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。
大
変
興
味

深
い
問
題
で
す
。

（
原
始
・
古
代
編
担
当　

杉
井
健
委
員
）

生涯学習発表会を開催します生涯学習発表会を開催します
　中央公民館講座として生きがいづくりや学習など、日頃から活動を行っ
ている講座、サークルなどが一堂に会し、生涯学習発表会を開催します。
　発表会はステージの部・展示の部に分かれ、学習成果を発表すること
で自身の意欲を向上させるとともに、「もっと学びたい」「生きがいをも
ちたい」などお考えの皆さまに情報を提供いたします。
　入場は無料で、どなたでもご観覧いただけます。
■日　時　２月２４日（土）
　　　　　　・展示の部　午前 10時～
　　　　　　・ステージの部　午後１時～
■場　所　松島総合センター「アロマ」ホール、１階ロビー

　「E-Friends」事業として、市
内児童の国際感覚醸成と学力向
上を目的に、英語で会話することの楽しさを感じる機
会として、次のとおり「キッズクラス」を開催します。
　参加には事前のお申し込みが必要となります。お早
めにお申し込みください。

■会場・期日（いずれも水曜日）
会　　　場 １月 ２月 ３月

松島総合運動公園内イーフレンズハウス － ７日 ７日
大矢野自然休養村管理センター 17日 14日 14日
龍ヶ岳統括支所　地下会議室 24日 21日 －
上天草市社会福祉協議会姫戸町支所 31日 28日 28日
■時　　間　午後４時～５時
■対　　象　市内児童
■参 加 費　１人 50円／回
■申込方法　問合せ先まで電話もしくは、メール（info

@efriendseigomura.com）にてお申し
込みください。

　教育委員会では、市民の人権に対する理解および認
識の向上を図るとともに、人権意識を広め、高揚を図
るために、「いきいき成人大学」の特別講座として次の
とおり開催します。高齢者
への虐待や詐欺が増加して
います。高齢者の人権につ
いて一緒に考えてみましょ
う。皆さまのご参加をお待
ちしております。

■講　　師　舛本　修
　　　　　　　市人権教育指導員
■テ ー マ　人権講話
　　　　　　　「身近にある高齢者の人権問題」
■日　　時　１月26日（金）
　　　　　　午前10時～11時30分
■場　　所　松島総合センター「アロマ」研修室

▲　永浦島カミノハナ１号墳の
　　５世紀代の石室

「キッズクラス」に「キッズクラス」に
参加しませんか参加しませんか

平成29年度人権教育自主講座を平成29年度人権教育自主講座を
開催します開催します

▲　前回生涯学習発表会の様子

▲　熊本県人権啓発キャラ
　　クター「コッコロ」

《図書館おはなし会》
　　　　　　　　（30分間～１時間）

１/20（土） 午前 10時～ 姫戸図書館
１/20（土） 午後２時～ 龍ヶ岳図書館
１/27（土） 午後１時 30分～ ママ応援センター
１/27（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
２/10（土） 午後２時～ アロマ視聴覚室
２/10（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
２/10（土） 午前 10時～ 姫戸図書館
２/17（土） 午後２時～ 龍ヶ岳図書館
※日程・場所変更の場合があるので、各館まで確認をお願
いします。

本を借りてLINE
ポイントを貯めよう

図書の寄贈（11月寄贈分）
　７人にご寄贈いただきました。ありがとうござ
いました。

【問合せ先】
社会教育課生涯学習係　☎ 0969(28)3361

●読書マラソンご参加ありがとうございました !!
　　昨年の秋から１月８日（月）まで開催しておりまし
た「読書マラソン」、たくさんのご参加ありがとうご
ざいました。また、保護者の皆さまや、学校の先生
にもご協力いただき、この場をお借りし、お礼申し
上げます。ありがとうございました。
　　なお、台紙の回収については、１月27日（土）
までに図書館へ提出してください。

●臨時休館のお知らせ
　　姫戸図書館は１月21日（日）から２月３日（土）
まで14日間、図書館内の整理業務のため臨時休
館します。開館は２月４日（日）からです。
　　ご迷惑をお掛けしますが、ご了承ください。

図書館職員の
オススメ本コーナー「推

おしぼん

本 !!」

ｙｕ　ｍａｔｓｕ
／著　株式会社KADOKAWA
（移動図書館所蔵）

　東北仙台で暮らす３匹の
オスの柴犬。
　４年前からＳＮＳで日々
投稿され、現在フォロワー
２０万人越！！
　画像や動画から本になった話題の３兄弟！
　本書は彼らの表情から連想した「偉人達の名言」が３匹
のメッセージのように写真に添えられています。
　今年は戌年、ぜひ皆さんも癒やされてください！

『戌年』ということで他にもこんなおススメがあります。

・「犬川柳  五・七・五で詠むイヌゴコロ！みんな大好きニッ
ポンの犬」（辰巳出版刊）（姫戸）

・「愛犬を長生きさせる食事」（林　文明著／小学館刊）（大
矢野森記念）

・「うちの犬のキモチがよくわかる！」（イヌ好き友の会編
著／日本文芸社）（龍ヶ岳）

・「人生はワンチャンス！」（水野　敬也著／文響社）（中央）

・「50歳からの充実ライフ！犬を飼う年齢・体力・環境の
不安解消！ 」愛犬の友編集部／編  （移動）

　図書館で本を借りると、返却時に
LINE ポイントが貯まります。たくさん
本を借りてください。ポイントが 25ポイント貯まると、
地元商品券などに交換できます。交換は、総務課、市民課、
姫戸・龍ヶ岳各統括支所で行っています。
■問合せ先　総務課秘書広報係　☎0964（26）5525

２/１（木）　午前１０時３０分～
アロマ視聴覚室

赤ちゃんおはなし会

１月15日、22日、29日、31日
２月 ５日、13日、19日、26日、28日

休　館　日

１月17日（姫戸）　24日（龍ヶ岳）
２月 ７日（大矢野）14日（松島）
雨天の場合は翌日に延期します。小雨の場合、
決行することもあります。その場合、お問合
せいただくのをオススメします。ご利用お待
ちしております。
※詳しい場所・時間については、教育委員会（社
　会教育課）までお問い合わせください。

移動図書館巡回日

図書館からのお知らせ！図書館からのお知らせ！
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info
rmation

information
　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、多
重
債
務
（
借
金
問
題
）

な
ど
の
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
、
専
門
の
相
談

員
が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
（
正
午
〜

午
後
1
時
を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
会
議
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
・
問
合
せ
先　

市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
４（
56
）０
７
８
３

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望

お
よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

▽
２
月
１
日（
木
）・
松
島
庁
舎

１
階
相
談
室

▽
２
月
８
日（
木
）・
大
矢
野
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

〜
午
後
4
時

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
市

民
・
福
祉
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
５

　

家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
お
よ
び
助
言
を
行

い
、
そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は

解
決
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　

２
月
20
日（
火
）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
開
設
場
所　

松
島
庁
舎
１
階

相
談
室

▼
相
談
方
法　

面
談
方
式
（
た

だ
し
、
同
一
の
相
談
に
対
し

１
回
）

▼
相
談
時
間
・
費
用　

１
人
１

回
30
分
間
。
費
用
は
、
無
料

で
す
。

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
電
話
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環

境
課
市
民
・
福
祉
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
４

　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事
前

受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
15
日（
木
）午
前

10
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　

市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
国
保

事
業
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中
で
す
。
待

ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は

年
金
手
帳
を
準
備
し
て
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６
９（
24
）２
１
１
２

　

発
達
障
が
い
に
お
け
る
生

活
全
般
、
就
学
・
進
学
、
就
労

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

し
、
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。「
熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い

相
談
・
申
請

行
政
相
談

 

生
活
環
境
課

発
達
障
が
い
個
別
相
談
会

 

福
祉
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所

 

生
活
環
境
課

年
金
相
談 

健
康
づ
く
り
推
進
課

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

者
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
る
つ
」
相

談
員
に
よ
る
１
時
間
程
度
の
個

別
の
面
談
に
な
り
ま
す
。
必
ず

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時　
２
月
20
日（
火
）

▼
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

▼
申
込
方
法　

２
月
14
日（
水
）

ま
で
電
話
に
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
完
全
予
約
制
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課

障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
３

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
厚
生
労
働
省

の
委
託
事
業
の
一
環
と
し
て
専

門
の
相
談
員
が
若
者
の
就
職
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
相
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
15
歳
〜

39
歳
ま
で
の
お
仕
事
を
お
探
し

の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
面

接
の
練
習
や
履
歴
書
の
書
き
方

も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
25
日（
木
）・２

月
15
日（
木
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
〜

午
後
4
時

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎

１
階
会
議
室

▼
参
加
費　

無
料
。
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
（
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
）。

▼
問
合
せ
先　

く
ま
も
と
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
熊
本
市
）

　

☎
０
９
６（
３
６
５
）０
１
１
７

　

上
天
草
高
校
卒
業
生
（
平
成

28
年
度
卒
）
の
う
ち
、
卒
業
後

に
市
内
の
事
業
所
に
就
職
し
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
地
元
就
職
祝
金

３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
上
天
草
高
校
を
卒
業
後
、
市

外
の
事
業
所
な
ど
に
就
職
す

る
こ
と
な
く
、
市
内
の
事
業

所
に
就
職
し
、
同
一
事
業
所

に
継
続
し
て
９
カ
月
以
上
就

業
し
て
い
る
人

・
上
天
草
高
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
60
日
以
内
に
就

業
し
た
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
請
方
法　

企
画
政
策
課
（
大
矢
野
庁

舎
）、市
民
課
（
松
島
庁
舎
）、

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
、

各
出
張
所
か
ら
申
請
書
類
を

受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記

入
し
関
係
書
類
を
添
付
の
う

え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限

地
元
事
業
所
に
就
職
し
た
日

か
ら
１
年
以
内

※
１
年
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
せ
先　

企
画
政

策
課
地
方
創
生
推
進
室

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
９

　
「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」

地
域
連
携
創
造
会
議
で
は
、
球

磨
川
河
口
で
の「
野
鳥
観
察
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
野
鳥
観
察
初

心
者
の
人
や
ご
家
族
で
の
ご
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

２
月
18
日（
日
）

午
後
1
時
開
会
（
2
時
間
程

度
）
※
悪
天
中
止

▼
集
合
場
所　

市
役
所
大
矢
野

庁
舎
駐
車
場
【
10
時
20
分
集

合
】

※
貸
切
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
開
催
場
所　

八
代
市
鼠
蔵
町

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
球
磨

川
河
口
右
岸
堤
防
沿
い

▼
参
加
費　

無
料

▼
内
容　

干
潟
に
つ
い
て
の
学

習
や
球
磨
川
河
口
に
飛
来
す

る
渡
り
鳥
の
観
察

※
十
分
な
防
寒
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
昼
食
は
用
意
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
各
自
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

先
着
20
人

　
（
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者

の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
申
込
期
限　

２
月
14
日（
水
）

ま
で

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

企
画
政

策
課
企
画
統
計
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
１

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
検
討
し
て

い
る
本
市
内
の
地
域
団
体
、個

人
を
対
象
に
、熊
本
県
民
交
流

館
パ
レ
ア
職
員
を
講
師
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
基
礎
知
識
か
ら
設
立

す
る
た
め
の
申
請
書
類
の
記
載

方
法
や
注
意
点
な
ど
を
学
ぶ
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
人
は
、電

話
で
の
事
前
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
９
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
４
時

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎

書
庫
棟
２
階

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日（
水
）

ま
で

▼
申
込
先　

企
画
政
策
課
企
画

統
計
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
１

▼
問
合
せ
先　

く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア

　

☎
０
９
６（
３
５
５
）１
１
８
５

〈
有
料
広
告
〉

上天草市シルバー人材センター　新規会員募集
高齢者の健康づくりや生きがいづくりなどの社会参加を応援します。
●入 会 資 格：上天草市内在住の方で原則 60歳以上の健康で働く意欲のある方
●入会説明会：随時入会相談に対応いたします。お気軽にご連絡ください。
●主な就業内容：除草、剪定、大工、空き家の管理、墓の掃除、家事援助、農作業など
■お問い合せ：上天草市大矢野町中3089番地1（公社）上天草市シルバー人材センター ☎0964-59-2228

高齢者の健康づくりや生きがいづくりなどの社会参加を応援します。

公益社団法人

就
労
支
援
出
張
相
談
会

 

産
業
政
策
課

地
元
就
職
祝
い
金
を
支
給

し
ま
す

 

企
画
政
策
課

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

野
鳥
観
察
会
を
実
施
し
ま
す

 

企
画
政
策
課

市のデータ
人　　口 27,971人（‒ 37）
男　　性 13,251人（‒ 17）
女　　性 14,720人（‒ 20）
世 帯 数 11,794戸（‒ 16）
市の面積 126.91㎢　
平成29年11月30日現在（　）は前月比

新
規
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
者

向
け
説
明
会

 

企
画
政
策
課
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天
草
地
域
世
界
遺
産
登
録
推

進
連
絡
会
議
で
は
、
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
組
み
や
天
草

の
歴
史
を
学
ぶ「
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス
①　

２
月
１
日（
木
）

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
50
分

○
行
き
先　

天
草
キ
リ
シ
タ
ン

館
、
コ
レ
ジ
ヨ
館
、
崎
津
集

落
散
策
（
昼
食
）、
ロ
ザ
リ

オ
館
大
江
教
会
、
富
岡
城
・

富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

※
乗
降
は
、
天
草
市
役
所
お
よ

び
苓
北
町
役
場
の
み
。

○
集
合
場
所　

苓
北
町
役
場

　
【
午
前
７
時
50
分
集
合
】

　

天
草
市
役
所
【
午
前
８
時
30

分
集
合
】

■
コ
ー
ス
②　

２
月
３
日（
土
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
20
分

○
行
き
先　

天
草
四
郎
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
、コ
レ
ジ
ヨ
館
、

﨑
津
集
落
散
策
（
昼
食
）、

富
岡
城
・
富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
、
道
の
駅
「
有
明
」

※
乗
降
は
、
上
天
草
市
役
所
大

矢
野
庁
舎
・
松
島
庁
舎
お
よ

び
天
草
市
役
所
の
み
。

○
集
合
場
所　

天
草
市
役
所

　
【
午
前
７
時
50
分
】

　

上
天
草
市
役
所
松
島
庁
舎

【
午
前
８
時
20
分
集
合
】　

　

上
天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

【
午
前
８
時
50
分
集
合
】

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼

食
代
）

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
40
人

　
（
※
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

１
月
26
日（
金
）

ま
で

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

天
草
市

世
界
遺
産
推
進
室

　

☎
０
９
６
９（
76
）１
１
１
６

　

℻
０
９
６
９（
76
）１
３
５
９

　

平
成
30
年
４
月
に
決
定
し

た
、
阿
村
中
学
校
と
松
島
中
学

校
の
統
合
に
伴
い
、
阿
村
中
学

校
の
閉
校
記
念
式
典
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
24
日（
土
）午
前

９
時
〜
正
午

▼
場
所　

阿
村
中
学
校
体
育
館

▼
内
容　

記
念
碑
除
幕
式
・
閉

校
式
・
閉
校
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

▼
問
合
せ
先　

学
務
課
施
設
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
９

　

市
で
は
、
通
所
型
・
訪
問
型

の
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

基
準
緩
和
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
従
事
す
る
予

定
の
者

▼
研
修
日　

２
月
８
日（
木
）・

14
日（
水
）

▼
研
修
会
場　

市
役
所
松
島
庁

舎
３
階
大
会
議
室

▼
申
込
期
限　

研
修
の
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
に
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

高
齢
者

ふ
れ
あ
い
課
地
域
包
括
支
援
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
８

　

天
草
地
域
内
の
行
政
、商
工
、

観
光
団
体
な
ど
で
組
織
す
る
天

草
地
域
雇
用
創
出
協
議
会
で

は
、天
草
の
企
業
が一
堂
に
会
し

た
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象
者　

天
草
で
就
職
を
希

望
し
て
い
る
人
。
学
生
や
そ

の
保
護
者
も
参
加
で
き
ま

す
。

▼
日
程　

２
月
17
日（
土
）午
後

１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料　

無
料

　

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
要
事

前
申
込
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
地
域
雇
用

創
出
協
議
会

　

☎
０
９
６
９（
22
）０
０
５
０

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
で
は
、
融
和
親
睦
と
地
域
振

興
を
目
的
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
に
よ
る
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

１
人
で
参
加
し
て
も
楽
し
め

る
内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
市
民
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
４
日（
日
）午
前

８
時
半
〜
正
午（
受
付
は
午

前
８
時
か
ら
）

▼
場
所　

大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
▼
参
加
費　

３
０
０
円　

※
当

日
支
払
い

▼
申
込
方
法　

申
込
受
付
場
所

に
設
置
す
る
様
式
に
ご
記
入

の
上
、
1
月
31
日（
水
）ま
で

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付　

社
会
教
育
課
、

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
、
姫
戸
統

括
支
所
、
各
出
張
所
、
松
島

総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」、

大
矢
野
総
合
体
育
館

▼
問
合
せ
先　

市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
）

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
８
０

▼
募
集
職
種　

行
政
職
（
大
卒

程
度
）

▼
募
集
人
数　
１
人
程
度

▼
申
込
期
間　
１
月
26
日（
金
）

ま
で

▼
１
次
試
験
日　
２
月
11
日（
日
）

※
受
験
資
格
や
受
験
申
込
書
な

ど
に
つ
い
て
は
、熊
本
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
総
務
課

　

☎
０
９
６（
３
６
８
）０
０
１
１

　

天
草
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

「
白
い
雲
の
会
」で
は
、発
達
障

が
い
を
取
り
巻
く
現
状
や
、障
が

い
の
特
性
に
つ
い
て
広
く
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
４
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午
（
受
付
９
時

〜
）

▼
会
場　

天
草
市
民
セ
ン

タ
ー

▼
演
題　

「
挑
戦
と
失
敗
と

成
長
の
自
立
学
」

▼
講
師　

佐
藤
剛
史
氏（
作

家・食
育
研
究
家
）

▼
定
員　

３
０
０
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

白
い

雲
の
会

　

☎
０
９
６
９（
24
）０
７
１
８

　

依
存
症
を
抱
え
る
人
の
家
族

が
、
正
し
い
知
識
や
家
族
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
同
じ

悩
み
や
体
験
を
持
つ
人
と
の
交

流
を
通
し
て
、
健
康
で
自
分
ら

し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬

物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
依
存

症
者
の
ご
家
族

▼
開
催
日
時　

２
月
22
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
内
容　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

回
復
者
か
ら
の
お
話

▼
開
催
場
所　

天
草
保
健
所

▼
参
加
方
法　

参
加
費
は
無
料

で
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い（
予
約
不
要
）。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

　
（
平
日
9
時
〜
16
時
）

「ねんきんネット」
　「ねんきんネット」は、これまでの年金
記録や将来受け取る年金の見込額など、

自分の年金に関する情報をパソコンやスマートフォンか
らいつでもどこでも確認できるサービスです。

〇ねんきんネットでできること
▶年金記録の確認
▶将来の年金見込額の確認
▶電子版「ねんきん定期便」の閲覧
▶日本年金機構から郵送された各種通知書の確認 など

〇対象者　基礎年金番号を持っている人

〇利用登録はとってもかんたん
　ご利用にはユーザＩＤの取得（ご利用登録）が必要
です。詳しくは日本年金機構のホームページをご覧く
ださい。

　　　　　　　　　◀「ねんきんネット」QRコード

■問合せ・相談先
　本渡年金事務所　☎0969（24）2154
　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375

年金で笑顔年年年年金金金ででで笑笑笑顔顔顔顔年金で笑顔年金で笑顔 「
世
界
文
化
遺
産
候
補
と

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
探

訪
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集

 

企
画
政
策
課

阿
村
中
学
校
閉
校
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
す

 

学
務
課

基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
従
事
者
研
修

 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

〈
有
料
広
告
〉

天
草
地
域
合
同
企
業
説
明
会

 
産
業
政
策
課

第
１
回
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
交
流
会
開
催

 

社
会
教
育
課

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
事
務
局
職
員
募
集

 

総
務
課

「
白
い
雲
の
会
」
講
演
会

 

福
祉
課

地
域
版
依
存
症
家
族
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催

 

福
祉
課
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格
が
取
得
で
き
、
技
能
訓
練
や

消
防
・
警
察
な
ど
の
公
務
員
試

験
を
前
提
と
し
た
受
験
対
策
講

座
が
受
講
で
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

す
る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

▼
願
書
受
付
期
間　

年
間
を
通

し
て
実
施
。

▼
試
験
期
日

　

２
月
４
日
（
日
）（
第
4
回
）、

　

２
月
25
日
（
日
）（
第
5
回
）、

　

３
月
８
日
（
木
）（
第
6
回
）

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
健

軍
駐
屯
地

▼
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
口

述
試
験
、
身
体
検
査

▼
入
隊
予
定
日　

３
月
下
旬
か

ら
４
月
上
旬
予
定

▼
待
遇
な
ど

○
給
与
な
ど（
自
衛
隊
任
官
後
）

　

任
用
一
時
金
17
万
６
千
円
、

俸
給
月
額
16
万
６
千
円
、
賞

与
年
２
回
の
ほ
か
、
各
種
手

当
が
支
給
さ
れ
特
例
退
職
金

と
し
て
陸
上
自
衛
官
は
２
任

期
で
１
９
８
万
円
、
海
・
空

自
衛
官
は
２
４
８
万
円
を
支

給
。

○
衣
・
食
・
住

　

宿
舎
費
は
無
料
で
、
食
事
、

制
服
類
、
寝
具
類
な
ど
も
支

給
ま
た
は
貸
与
。

○
休
日
・
休
暇

　

週
休
２
日
制
の
ほ
か
、
夏
季

お
よ
び
年
末
年
始
休
暇
、
年

次
休
暇
も
あ
り
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
タ
イ
ム
は
十
分
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

自
衛
隊
天
草
駐

在
員
事
務
所

　

☎
０
９
６
９（
22
）３
３
４
９

　

熊
本
県
水
産
研
修
セ
ン
タ
ー

（
大
矢
野
町
）
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
数
な
ど

　

30
人
程
度（
研
究
補
助
業
務
）

▼
勤
務
条
件

○
任
期　

２
ヵ
月
以
内
。
た
だ

し
、
平
成
30
年
度
中
で
の
再

任
用
可
。

○
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月

〜
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17

時
15
分

○
給
料　

月
払
い
で
日
額
賃
金

　

通
勤
費
用
相
当
額
（
支
給
要

件
あ
り
）以
外
の
手
当
な
し
。

○
そ
の
他　

他
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
と
の
兼
職
不
可
。

▼
応
募
方
法　

１
月
29
日（
月
）

か
ら
２
月
９
日
（
金
）
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
の
方
法　

簡
単
な
面
接

試
験
（
2
月
15
日（
木
）〜
28

日（
水
）の
い
ず
れ
か
に
実
施

予
定
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

熊
本
県

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
課

　

☎
０
９
６
４（
56
）０
４
０
４

頑張ってます！地域の「かよいの場」 vol.7
西川内野ぎくの会（姫戸町二間戸）

　私たちは毎週水曜日午後1時30 分から西川内自治公民館で週１
回活動を行っています。
　昨年２月から活動しており、毎週約10人が集って、百歳体操、茶
話会などを楽しんでいます。参加者からは「毎週集まるのが楽しみ」「体
操を始めて足が上がるようになった」という声が聞かれています。
　皆さんも、地域で介護予防の取り組みをはじめてみませんか？
　詳しくは地域包括支援センターへお問い合わせください。

認知症とは？
　認知症とは、いったん
発達した知能が、脳やか
らだの病気によって、普
段の社会生活に支障をき

たすまでに低下した状態のことです。老化による
物忘れとは異なり、継続して記憶力や判断力など
に障害がみられます。認知症は誰もがかかる可能
性がありますが、生活習慣の改善で予防すること
ができます。また、早期に発見し、適切な治療を
行うことで症状を軽減したり、進行を遅らせたり
することが期待できます。認知症の症状で思い当
たる項目が多い人は、かかりつけ医や専門医、地
域包括支援センター、在宅介護支援センターなど
に相談してみましょう。
～認知症のサインが出ていませんか？～
・最近のことが思い出せない
・ものを置き忘れる
・同じ質問を何度もする
・作業の手順がわからなくなる　　など
　２月に、認知症予防の講演会を予定しています。
皆さまのご来場をお待ちしております。

■問合せ先
　地域包括支援センター　　☎0969（28）3378

地
包

括 タ

す

地
包

す

地
包

括 タ

す

こ は

地地地
包包

括括括括括括括 タタタタタタタ

すすすすす

ここ ははこん
にちはこん
にちは

　

家
族
や
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
人
た
ち
が
、
悩
み

や
苦
し
み
を
分
か
ち
合
い
、
共

に
心
を
癒
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

家
族
や
大
切
な
人

を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
人
で

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
（
自

死
さ
れ
た
人
の
親
、
配
偶
者
、

兄
弟
姉
妹
、
子
ど
も
そ
の
他

身
近
な
関
係
に
あ
る
人
）

▼
開
催
日
時　

２
月
22
日（
木
）

午
後
2
時
〜
4
時

▼
開
催
場
所　

天
草
保
健
所

▼
参
加
方
法　

参
加
費
は
無
料

で
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い（
予
約
不
要
）。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

　
（
平
日
9
時
〜
16
時
）

▼
婦
人
相
談
員
（
母
子
父
子
自

立
支
援
員
兼
任
）
の
職
務

○
夫
の
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
る
女
性
に
対
し

て
、
相
談
や
援
助
を
行
い
ま

す
。

○
配
偶
者
の
い
な
い
人
で
現
に

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
な

ど
に
対
し
て
、相
談
に
応
じ
、

そ
の
自
立
に
必
要
な
助
言
や

指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

１
人

▼
勤
務
時
間　

月
〜
金
の
う
ち

指
定
す
る
３
日
（
午
前
8
時

30
分
〜
5
時
15
分
）

▼
賃
金
・
報
酬

　

月
額
10
万
２
４
０
０
円

▼
募
集
期
間　

１
月
31
日（
水
）

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
福
祉
課

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申

込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
市
役
所
で
お
受
取
り
く

だ
さ
い
。）

▼
試
験
日　

２
月
初
〜
中
旬

※
日
時
・
会
場
は
、
後
日
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

▼
試
験
方
法　

面
接

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
子
育
て

支
援
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
５
１

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度

▼
受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業

し
た
者（
卒
業
見
込
み
含
む
）

▼
試
験
内
容　

国
語
・
数
学
・

面
接

▼
願
書
受
付　

2
月
1
日（
木
）

〜
2
月
13
日（
火
）必
着

▼
試
験
日　

2
月
20
日（
火
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
准
看
護
高

等
専
修
学
校

　

☎
０
９
６
９（
22
）２
３
０
９

　

中
学
部
、
高
等
部
の
生
徒
が

「
作
業
学
習
」
の
時
間
に
作
っ

た
製
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆

さ
ま
の
販
売
会
場
へ
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程　
２
月
10
日（
土
）

▼
場
所
・
時
間

▽
上
天
草
道
の
駅
さ
ん
ぱ
ー
る

午
前
10
時
〜
正
午

▽
サ
ン
リ
ブ
本
渡
、
Ｊ
Ａ
直
売

天
草
「
天
草
と
れ
た
て
市
場
」

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜
2
時
40
分

▼
問
合
せ
先　

天
草
支
援
学
校

　

☎
０
９
６
９（
23
）０
１
４
１

　

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本

県
出
身
の
大
学
生
の
た
め
の
寮

「
有
斐
学
舎
」
の
平
成
30
年
度

入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
場
所　

埼
玉
県
志
木
市
柏
町

▼
対
象
者　
平
成
30
年
４
月
か

ら
首
都
圏
の
４
年
制
大
学
に

進
学
す
る
者

▼
寮
費

○
２
人
部
屋　
月
額
１
万
４
千
円

○
１
人
部
屋　
月
額
２
万
円

※
電
気
料
金
、食
費
は
実
費

※
熊
本
地
震
被
災
者
の
減
免
制

度
有

▼
入
舎
料　

7
万
円

▼
応
募
期
限

○
第
2
回　

3
月
1
日（
木
）

○
第
3
回　

3
月
21
日（
水
）

▼
願
書
配
付　

県
庁
県
政
情
報

文
書
課
、
県
東
京
事
務
所
、

有
斐
学
舎
で
配
布
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

（
公

財
）
肥
後
奨
学
会
有
斐
学
舎

　

☎
０
４
８（
４
７
３
）７
５
９
１

▼
訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
益
城
町
田
原
）

▼
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み

を
し
、
高
校
卒
業
（
卒
業
見

込
み
含
む
）
と
同
等
以
上
の

能
力
を
有
し
た
人
で
、
特
別

な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
な
ど

▼
訓
練
期
間　

２
年
間

▼
定
員　

10
人

▼
募
集
締
切　

１
月
22
日（
月
）

▼
費
用　

無
料
（
教
材
費
な
ど

は
別
途
か
か
り
ま
す
）

▼
問
合
せ
先　

県
立
高
等
技
術

専
門
校

　

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

　

陸
上
自
衛
官
は
２
年
、海
上
・

航
空
自
衛
官
は
３
年
（
２
任
期

以
降
は
各
２
年
）
を
１
任
期
と

し
て
勤
務
し
、
自
衛
官
を
継
続

す
る
か
再
就
職
す
る
か
を
選
択

で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
各
種
資

自
死
遺
族
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
〝
地
域
版
か
た
ら
ん
ね
〞
開
催

 

福
祉
課

婦
人
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

 

福
祉
課

天
草
准
看
護
高
等
専
修
学

校
学
生
募
集
（
二
次
募
集
）

天
草
支
援
学
校
中
学
部
・

高
等
部
作
業
製
品
展
示
販

売
会
「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」

学
生
寮
「
有
斐
学
舎
」

入
寮
生
募
集

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集

陸
上
・
海
上
・
航
空
の

自
衛
官
候
補
生
募
集

熊
本
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集
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information

館
前
〜
戸
島
町
ヤ
マ
ト
運
輸

社
員
駐
車
場
前
折
り
返
し

▼
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝

○
日
時　
２
月
11
日（
日
）

　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

○
コ
ー
ス　

天
草
市
役
所
前
〜

び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前

○
通
過
予
想
時
間

　

第
４
中
継
所　

熊
日
松
島
販

売
店
前
・
午
前
10
時
45
分
頃

　

第
５
中
継
所　

二
号
橋
公
園

前
・
午
前
10
時
55
分
頃

　

第
６
中
継
所　

大
矢
野
庁
舎

前
・
午
前
11
時
15
分
頃

▼
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
８
０

　

2
月
18
日（
日
）、熊
本
市

内
で
、
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
大

会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り

大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿

線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
に

お
い
て
も
、
大
規
模
な
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
熊
本
市

内
へ
お
出
か
け
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
交
通
規
制
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
「
熊
本
城
マ
ラ

ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
城
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３

　
ペッ
ト
な
ど
の
動
物
か
ら
人
へ

う
つ
る
感
染
症
の
こ
と
を
動
物

由
来
感
染
症
と
い
い
、寄
生
虫

感
染
症
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。寄

生
虫
の
駆
虫
や
予
防
を
定
期
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。こ
の
こ
と
は
、

人
へ
の
感
染
症
防
止
だ
け
で
な

く
、災
害
時
の
ペッ
ト
同
行
避
難

の
際
に
も
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
。ま
た
、定
期
的
な
検
診
と

あ
わ
せ
て
、そ
の
他
の
感
染
症
防

止
対
策
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
健
康
危

機
管
理
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名

①
工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約

者
③
契
約
者
住
所
④
契
約
金
額

⑤
工
事
（
委
託
）
期
間

□
11
月
21
日
入
札
分

▼
水
道
施
設
保
守
点
検
お
よ
び

施
設
台
帳
整
備
業
務

①
上
天
草
市
一
円
②
隔
測
計
装

（
株
）熊
本
営
業
所
③
熊
本
市
④

１
１
３
４
万
円
⑤
11
月
〜
3
月

▼（
仮
称
）大
矢
野
宮
津
地
区
複

合
施
設
建
設
基
本
設
計
業
務

委
託

①
大
矢
野
町
中
１
１
５
８
２
番

地
25
他
②（
株
）ジ
メ
ン
ト
③
熊

本
市
④
３
４
０
万
２
千
円
⑤
11

月
〜
3
月

▼
登
立
渕
ケ
浦
地
区
単
県
治
山

工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内
②

（
株
）藤
川
建
設
③
大
矢
野
町
④

２
８
６
万
２
千
円
⑤
11
月
〜
2
月

□
11
月
28
日
入
札
分

▼
市
道
永
浦
樋
合
1
号
線
道
路

改
良
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②（
有
）

山
本
建
設
工
業
③
松
島
町
④

５
６
１
万
６
千
円
⑤
12
月
〜
2
月

▼
市
道
米
山
星
平
１
号
線
舗
装

工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内
②

（
資
）福
冨
組
③
松
島
町
④

５
９
４
万
円
⑤
12
月
〜
2
月

▼
龍
ヶ
岳
地
区
老
朽
管
布
設
替

工
事（
樋
島
大
橋
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
・
樋
島
地
区

内
②（
有
）山
本
建
設
工
業
③
松

島
町
④
２
１
６
０
万
円
⑤
12
月

〜
2
月

▼
龍
ヶ
岳
地
区
老
朽
管
布
設
替

工
事（
椚
島
橋
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内
②

（
有
）竜
王
建
設
③
龍
ヶ
岳
町
④

９
６
６
万
６
千
円
⑤
12
月
〜
2
月

▼
今
津
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

等
用
地
整
備
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②

（
資
）福
冨
組
③
松
島
町
④

１
０
２
６
万
円
⑤
12
月
〜
3
月

□
12
月
５
日
入
札
分

▼
千
巌
山
伐
採
整
備
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②

（
株
）坂
本
工
業
③
松
島
町
④

２
８
０
万
８
千
円
⑤
12
月
〜
3
月

▼
今
村
教
職
員
住
宅
解
体
工
事

①
松
島
町
合
津
１
３
５
３
番
地

2
②（
株
）坂
本
工
業
③
松
島
町

④
４
３
４
万
１
６
０
０
円
⑤
12

月
〜
3
月

▼
樋
合
西
側
道
路
新
設
詳
細
設

計
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②（
株
）

三
浜
測
量
設
計
社
天
草
営
業
所

③
姫
戸
町
④
７
３
４
万
４
千
円

⑤
12
月
〜
3
月

▼
市
道
大
久
保
高
丸
線
道
路
整

備
工
事

①
松
島
町
阿
村
地
区
内
②

（
資
）福
冨
組
③
松
島
町
④

３
９
８
万
９
５
２
０
円
⑤
12
月

〜
3
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検

査
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
３

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設（
南
風
苑
、

松
朗
園
、翔
洋
苑
、相
生
壮
、

き
ら
ら
の
里
）で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、ノ
ウ
ブ
ル
、タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、社
交
ダ
ン
ス
大

矢
野
町
教
養
講
座
、菓
子
工
房

ア
ロ
ー
ム
、梅
田
静
子
、圓
尾
玲

子
、西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、今
泉

保
育
園
、木
下
と
も
子
、な
ご

み
、赤
星
千
里
、大
矢
野
ひ
ょ
っ

と
こ
愛
笑
会
、花
水
木
、桜
会
、

龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、大
道
保
育
所
、猪

口
信
子

入
札
情
報

 

監
理
課

善
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

　

定
時
制
高
校
で
は
、
昼
間
は

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
社
会
経
験

を
積
み
な
が
ら
、
夕
方
か
ら
学

習
し
て
高
等
学
校
卒
業
の
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
30
年
度
の
天
草
高
等

学
校
定
時
制
の
生
徒
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
出
願
資
格

　

平
成
30
年
３
月
に
中
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
た
は

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
お
よ

び
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
者
。

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
学
力
検
査
日　

３
月
７
日

（
水
）〜
８
日（
木
）

▼
学
力
検
査
科
目

　

国
語
、理
科
、英
語
、社
会
、数

学（
平
成
10
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
者
で
、希
望
す
る

者
は
学
力
検
査
に
代
え
て
作

文
と
面
接
で
受
検
可
。）

▼
出
願
期
間

　

２
月
13
日（
火
）〜
16
日（
金
）

正
午

▼
問
合
せ
先　

天
草
高
等
学
校

定
時
制

　

☎
０
９
６
９（
23
）５
５
３
３

▼
日
時　

２
月
18
日（
日
）午
後

２
時
〜
３
時
半

▼
場
所　

大
矢
野
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

▽
演
題　
「
大
矢
野
町
の
歴
史

と
地
名
」

▽
講
師　

小
崎
龍
也
氏
（
地
名

研
究
家
）

▼
参
加
費　

無
料
（
資
料
代

２
０
０
円
）
※
申
込
不
要
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
文
化
協
会

事
務
局
（
嶺
力
）

　

☎
０
９
０（
４
７
７
９
）４
０
４
０

▼
公
的
年
金
収
入
の
あ
る
人
の

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、か
つ
、公
的
年
金
な
ど
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、こ
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
、住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、最
寄
り

の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９（
22
）２
５
１
０

▼
１
月
の
納
税

市
県
民
税　
　
　
　

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税　

第
８
期

▼
納
期
限　
　

１
月
31
日（
水
）

▼
口
座
振
替
日
１
月
25
日（
木
）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

は
、
振
替
日
前
日
ま
で
に
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
９

　

今
年
度
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）

を
活
用
し
、
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
環
境
を
提
供
す
る
た

め
、
松
島
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
の
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
使
用
禁
止
期
間　

３
月
31
日

（
土
）ま
で
を
予
定

▼
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
８
０

　

今
年
も
標
記
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

市
の
代
表
選
手
も
出
場
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝

は
、
本
市
の
国
道
を
、
次
の
時

間
帯
に
選
手
が
通
過
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
交
通
規
制
に
よ

る
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝

○
日
時　

１
月
28
日（
日
）

　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

○
コ
ー
ス　

び
ぷ
れ
す
熊
日
会

そ
の
他

国
税
だ
よ
り

 

税
務
課

税
の
ひ
ろ
ば

 

税
務
課

松
島
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
改
修
工
事
に
伴
う
使
用

禁
止
の
お
知
ら
せ 

社
会
教
育
課

第
35
回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子

駅
伝
・
第
44
回
郡
市
対
抗
熊

日
駅
伝
開
催
の
お
知
ら
せ

 

社
会
教
育
課

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８
」
の

開
催
に
よ
る
交
通
規
制
に
つ
い
て

 

社
会
教
育
課

〈
有
料
広
告
〉
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天
草
高
等
学
校
定
時
制
の
生

徒
募
集

動
物
由
来
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

天
草
あ
っ
た
か
出
前
講
座
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1月24日～30日は
「上天草市男女共同参画週間」です！
　市では、平成21年１月24日に男女共同参画都市宣言を行い、毎年１月24日から30日までの１週間を「上
天草市男女共同参画週間」と設定しています。
　そこで、啓発活動の一環として「～つなぎあい　男

と も

女につくろう　こころかようまち～」を基本理念と
し、「みんなでつなＧｏ！かい～上天草市男女共同参画フォーラム～」を開催します。
　この機会に、男女共同参画について一緒に考えてみませんか？皆さまのご来場を、心よりお待ちしております。

みんなでつなＧ
ご ー

ｏ！かい～上天草市男女共同参画フォーラム～
■開催日　　１月27日（土）
■時　間　　13時～15時30分（受付開始12時30分）
■場　所　　松島総合センター「アロマ」
■内　容
　　　　　　○オープニング：今泉太鼓（今泉保育園）
　　　　　　○講演
　　　　　　　・講師　岡本　安代　氏（フリーアナウンサー）
　　　　　　　・演題　「言葉のちから　～生きてるだけで100点満点～」

啓発コーナー（パネル展示、物品販売など）
託児室あり（※１月19日（金）までに事前申し込みの必要があります。）
手話通訳あり

■問合せ先　市民課市民係　☎0969（28）3367

平成 30年度
上天草市非常勤・臨時職員登録者を募集します

熊本県特定（産業別）最低賃金が改定されました

　市では、平成30年度非常勤職員および臨時職員採
用のための採用候補者名簿登録者を募集します。
　登録は、一般職の非常勤職員および臨時職員選考
試験により選考し、４月からの採用については、採
用候補者名簿の登録者の中から決定します。
■雇用期間
　平成30年４月１日から平成31年３月31日までの期間内
　※臨時職員は、６か月の期間内
※登録されても採用枠の関係で雇用されない場合が
あります。

■募集職種
各窓口（大矢野庁舎総務課人事課、松島庁舎市民
課、姫戸統括支所、龍ヶ岳統括支所）に募集職種
一覧表を準備していますのでご覧ください。
　市ホームページにも掲載しています。
■受験資格
平成30年４月１日現在で18歳以上（学生は除く。）
　※全職種に普通自動車運転免許が必要です。
■募集期間
１月31日（水）まで（平日のみの午前８時30分～午後５時15分）

■申込方法
非常勤職員または臨時職員専用の「申込書および
履歴書」に希望職種などを記入の上、総務課また
は、市民課、姫戸・龍ヶ岳統括支所へ提出してく
ださい。
※申込書には、必ず希望職種名を記入してくださ
い。希望職種名の記入が無いものは受け付けま
せん。
※申込用紙は、市ホームページからダウンロード
するか、各窓口で受け取ってください。
※資格を有する職種に応募する場合は、認定書な
どの資格を有していることがわかるものの写し
を添付してください。

■試験日
２月初中旬を予定しています。日時・会場など
は、後日申込者にお知らせします。

■試験方法
　面接試験

■問合せ先　市役所総務課人事係　0964（26）5527

【運転免許証自主返納制度】
　平成10年（1998年）の改正道路交通法で制度化され
た、運転に不安を感じる高齢ドライバーが運転免許証を
自主的に返納できる制度です。
　都道府県の運転免許試験場、運転免許センター、警察
署が運転免許返納の窓口となりますが、申請は免許返
納者本人によるものでなければなりません。

【高齢者運転免許証返納者バス運賃半額制度】
　この制度は、「免許返納者割引乗車証」をバス・電車降
車時に運転手に提示することで、通常料金の半額（10円
未満切り上げ）で乗車できるものです。
免許返納者割引乗車証
⑴対象者：熊本県在住の65歳以上の人
⑵発行先：各バス事業者の営業所
※バス事業者：九州産交バス、産交バス、熊
本電気鉄道、熊本バス、熊本都市バス、熊
本市交通局（６事業者）

　（市の最寄り発行先：産交バス三角営業所）
⑶有効期限：発行日から２年

⑷申請
①新規発行手続
「申請による運転免許の取り消し通知書」または
「運転経歴証明書」および申請日以前６ヶ月以
内に撮影した顔写真（縦３ｃｍ、横２.５ｃｍ）
※通知書および証明書は免許返納の際に公安
委員会で発行します。

②更新手続
無料で更新前の乗車証と引き換えに更新でき
ます。
※乗車証を紛失されている場合は、更新できま
せん。

本市における対象路線
①九州産交バスおよび産交バスの一般路線バス
②ＳＵＮまりんバス
③熊本⇔天草（本渡）快速あまくさ号

※制度の手続き方法や必要となるものなど、詳細につい
ては市ＨＰをご覧いただくか、問合せ先までお問い合
わせください。
■問合せ先　総務課危機管理防災室☎0964(26)5544

　熊本県内で事業を営む使用者は、この最低賃金より低い賃金で労働者を使用することはできません。
　なお、派遣労働者については、派遣先の事業場に適用されている最低賃金が適用されます。
　使用者も、労働者も、必ず最低賃金をチェックしましょう。
⑴地域別最低賃金
最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

熊本県最低賃金 737円 平成29年
10月１日～

■問合せ先　熊本労働局労働基準部賃金室
　　　　　　　☎096（355）3202
　　　　　　労働基準監督署
　　　　　　　☎096（362）7100

⑵特定（産業別）最低賃金
最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 782円

平成29年
12月15日～自動車・同附属品製造業、船舶製造・修

理業、舶用機関製造業 832円
百貨店、総合スーパー 740円
※特定（産業別）最低賃金には、適用範囲があります。

＼65歳以上の人必見！／
運転免許証を自主返納すると、バスの運賃が半額に
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大矢野町

♣保護者から
みんなの愛情たくさんもらって
元気に成長してね！大好き！

♣保護者から
広崎＆蔵々のぢいとばあ、こ
れからもたくさん遊んでネ♡

中
なかばやし

林　由
ゆ あ

葵ちゃん
平成29年５月21日生まれ
♠パパ　中林　由貴夫さん
♥ママ　　　　有衣香さん

神
かみざき

﨑　叶
よう

ちゃん
平成28年2月14日生まれ

神
かみざき

﨑　尊
みこと

くん
平成29年8月24日生まれ
♠パパ　神﨑　広樹さん
♥ママ　　　　芽衣さん

　　今回取材に協力していただいたのは、
　　代表取締役　坂口太一さん、坂口真奈美さん、
　　坂口真弥さん、谷川絵美さん　

　４年前から農業に携わっている太一さんは、
農家の高齢化に伴って増加している耕作放棄地
の利活用のために一念発起し、昨年８月「株式
会社天草よかもん」を立ち上げました。若者ら
しく「インスタグラム」を活用した、ユニークな
活動記録が話題を呼んでいます。
　現在、従業員が７人で、うち５人が女性。「地
元農家を、儲かる・幸せ・楽しい農家に」を理念に、
「国立公園天草で天草女子による女性農業」を
コンセプトとして活動しています。「女性の活躍を、
私がバックアップしているような会社です」と太
一さん。今の時期は主にレタスと玉ねぎを生産
しています。また、生産の傍ら、生産物の自社
ブランド化への取組みや、株式会社天草よかも
ん生産者グループに所属してもらっている、13
の農家さんの生産物を首都圏への卸売りなども
手がけています。
　農業経験が少なく、大変なことが多いという
太一さんは、将来、農家としてリタイアされた
皆さんの豊富な知恵などをお借りし、市の農業
を活発にしたいと目を輝かせます。
　最後に「私の会社は女性が主役です。女性の
パワーを活かして頑張っていきます。見かけたと
きは声をかけてください。」と話してくれました。
　勢いが止まらない株式会社天草よかもんの皆
さんの、今後の活躍に期待です！

株式会社  天草よかもん  の皆さん
代表　坂口太一さん谷川絵美さん

坂
口
真
奈
美
さ
ん

坂
口
真
弥
さ
ん

＼作業は楽しく！／

「かみあまくさの人」を募集します
新しいことに挑戦している人、伝統を受け継いで
いる人など、上天草市で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他薦は問いません。
詳しくは総務課までお問い合わせください。

　■問合せ先　総務課秘書広報係☎0964(26)5525

←話題のインスタグラム
　　@amakusayokamon




